喜多流「綾鼓」の成立と土岐善麿・喜多実協同の新作能創作 : 喜多流の戦後復興との関わりから by 岩城 賢太郎













































人的、文化的、様々な基盤の変遷に強い危機感を抱いていた豊穂は、 「要は能楽の勃興した時代、即ち世阿弥時代─及び能楽が純日本式に大成された時代、即ち喜多七太夫時代に帰れと云ひたいのである」と、当 昭和前期における新たな「創造力」の出現を疑わず、特に喜多流の若い職分、批評家、識者達に強 望みを託してい 。能楽 近代化に ある種の使命感のようなものを抱いていた豊穂 眼に叶ったのが、観世流から喜多流へと転向して来 善麿であった。　
豊穂は、善麿の新作能が初演を迎えるのを待たず、昭




元来が事業家肌で、なにかしら始終新しい仕事を考へてる。流儀の発展上にもいろいろの計画を持出す。それがうまくゆかなかつたり、人から批難をされたりして、さぞ不愉快な思ひをしたことも度々だらうとおもつ も、いつかけろりとしてまた流儀のことを考へてくれる。大抵の人は二三回 気拙 ことがあると、それつきりになつてしまふものだが、神田君だけはそれが無かつた　
打たれても叩かれても、流儀のためにはまた起き
上つて考へてくれる。まことに得難い人だ た。つまり徹底した喜多流好き、謡好きだつたんだらう。も一つ、わた も好かれてゐたのかも知 な 。
　
明治七年の生まれで、戦後も昭和三十四年（一九五





その成立の背景には、戦時下における能楽のあり方が大きく関わっており、い ばこ 時期は、善麿・実の新作能の第一期と言えよう。そして 後の能楽 様々な復興へ向けた動きがあり、喜多流では、昭和三十年（一九五五）に喜多能楽堂 再建され に至る。いわば喜多流においては能楽堂再建が大戦からの復興の象徴であり、画期であった。善麿・実の新作能活動にお ては第二期位置づけられよう。そして、 能「使徒パウロ」 「復
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教授として赴任したのは、同大学が設置された昭和四十年（一九六五）四月のことであり、善麿七十九歳であった。善麿最後の新作能「鑑真和上」初演からちょうど一年後のことである（但し善麿が「鑑真和上」を自身最後の新作能と考えていたかは分からない） 。やがて昭和四十七年（一九七二）に同女子大学には能楽資料センターが設置され、善麿は能楽研究の古川久と共に顧問を務めており、善麿と同時期に在職していた増田正造・小林責はじめ、同女子大学教員や善麿と短歌界で交流の深かった歌人の馬場あき によって、 ・実の新作能は屢々論じられてきた。　
こうした善麿と同女子大学との縁があって、平成二十
八年（二〇一六）三月、善麿長男健児氏の御子息土岐康二氏により、武蔵野大学文学部附設武蔵野文学館に善麿の新作能創作関連資料が一括して寄託された。同資料の大半は、戦後 善麿が下目黒の目黒不動尊（瀧泉寺）近くに構えた家居、通称斜面荘に蔵され いたものである。同資料に 前から戦後の昭和期刊行の数種の喜多流謡本揃本一式や戦後の各地能会 パンフレット 喜














































































































































　（Ａ）本巻頭所載の前付「曲趣と曲位」には、古典能の中には、男女の失恋を題材とした作品が多くあるが、いずれも若い男女を扱っているため「一種の華やかさ」が感じら るところもあるとする。だが、 「この新編入曲「綾鼓」のような特異な、皮肉な、深刻な劇的展開は無い」として、 「綾鼓」の前シテ庭掃きの老人の失恋特異性と、その劇的展開が傑作である所以を説いている。また後シテの老人の亡霊 ついて、 「悪尉の面は神霊物としてのみ使用されて来た 、 れを人間的にとりあげた曲は流儀としては最初であつて 点からも意義は深い」と、喜多流に「綾鼓」を編入する との意義を面の選択にも認めている。　さて、 （Ａ）本冒頭の前付には、善麿による「綾鼓」
詞章の全釈が収められているが、その全釈 章段分け従えば、冒頭の「ワキ名宣」段、続く「 出 段、「地─サシ」段の詞章は、宝生流の詞章と小異は数々あるものの、その内容においては大きく異なる ころ ほとんどない。但し、 （Ａ）本「シテの出」の詞章の上欄部に、 「げにやゆかりも─静かなうちにも希望 光を見
出した明るさがある」と注記されている点は、 ［クセ］の詞章への連続や後場の展開との対比が意識されているものと思われる。　
続く「クセ─鼓打てども鳴らず」の段は、以下のごと





































































































しさを実感した旨を述べた上で、 「宝生流では鼓を一度打つだけでしたが、今度は何度も打ちに打つといつた風に改めて貰いま ところ、やつぱり一度きりの方が─野口さんのようにやれれば─印象的なのではなかつたか、と考えています」と、手本とした野口兼資（一八七九～一九五三）の舞台を想起して宝生流の演出の方が妥当ではないか 、喜多流の新演出に対しては迷いを述べており、繰り返し演じて行くこと 「ものにする」 もりであると言って る。　
続く中入り前の「投身」の段は、 （Ａ）本前付「曲趣




























































話を通して が謀られたことに初めて気付くという展開になっている。 （Ａ）本詞章の上欄では、 「さては恨めし─次第に怒気を帯びて気色立つ」 「たばかられ惑はれし
　
以下次第に強め、位も進んで憤怒の状を示す」と
注記されている。前段から両手でシオッたままであったシテは、 「さては恨めし」と肩を落とす型をとるものの、地謡の詞章に移っ すぐに、 「明け暮れわかず思ひ知らせん」と立ち上がり、 「五体をふるはし顔色変じて」怒気を烈しく示して足拍子を踏む。即ち老人は中入り直前の前場で、弄んだ女御に対 、自身の恥ずかしさ、悔しさ、 り 露わにし、その心と顔 既に悪鬼に変じて、報復することを誓って投身するのであ 宝生流の絶望にうち拉がれて投身する老人に比して、憤怒を漲らせて復讐を宣告して投身するという喜多流のシテの烈しさは、老人の造型をめぐっ 大きな差異があると言えよ
う。一方ではこの段においても、文字通り劇的に、変化に富んだ急速な展開がなされるという点においては、より広い層の観客にとって、分かりやす 興味の尽きない場面が連続している も言えるわけであり、喜多流における「綾鼓」の改作の方向性が窺えよう。　
中入りのアイ従者はワキ大臣に老人の憤死を報告する
が、現行喜多流ではここも まった語りではなく、シャベリ語のような短い対話劇の場面であり、すぐに後場の「女御乱心」の段へと続く。 （Ａ）本上欄には、 「いかに人々─
　
と異常な興奮の心で調子たかめる。特に「あら




























































































であり、よりシテ・ツレの型をはじめ演出面の工夫に重きが置かれていたことが窺える。現行においても、シテに責め苛まれ、 「かなたに逃れこなたに隠れて」とツレの女御は右へ左へと責め立てられる型をとり、呵責の様が視覚的 も印象づけられるよう なっている。一方、善麿はこ 段の詞章の眼目が結末部にあること 以下のごとく述べている。




て謡ったのに比して、善麿は「月の桂の綾の鼓」と、その円い形を鼓 形に重ねる。喜多流の詞章では、前場の［クセ］に想いが満たされることがあるかも知れぬかのような期待を掛けた老人の想いを謡っているために、その想い破れ憤死した老人の落胆は深く、老人の呵責はより凄惨を極めたものとなり、打ち拉がれた惨めな女御姿を月はより煌々と照らす。 が味わった惨めさを、さながら女御に応酬することをも て終曲と た。　
一方、初演を控えた実は、 「最後の、后が池のほとり




































錬成」の必要と共に、 「その舞台と一体化する心力、生命力の発揚が、自然な、自由な、創造的なものとなって」能の推進と 展とが期し得るのだと確信し、使命感に駆られて、実はじめ当時の喜多流の職分 共に舞台再建に奔走したようである。この時 、奥書に監修六平太・作
















月喜多会別会 演」と報じられている。その初演は、既に昭和二 五年（一九五〇）三月に されていた水道橋能楽堂においてのことであり、同年十二月七日（日曜日）喜多会別会で、 「立太子奉祝
 「綾鼓」復曲紀念能」

































































会から姿を消すことになる曲目は能楽二百番中（番数は流によつて一定せず） 『蝉丸』 『花筺』 『大原御幸』 『綾鼓』『恋重荷』 『国栖』 『草薙』等数曲に過ぎず『草子洗』 『鷺』『絵馬』 『定家』 『絃上』等は一部の役の変更または字句の修正だけによつて上演せられるであらう」と報じられており、朝倉の皇居の女御を登場させ、女御の非情さとその酬いで責められる様を扱う「綾鼓」は 同様 モチーフを有する「恋重荷」然り、字句の修正程度では対応出




し、宝生流「綾鼓」の改作でもありな ら改作能とはせず、敢えて喜多流における「新作能」と称して、 「道成寺」のごとき女性の執念を扱う曲と共に番組に並べ、婚姻前の若き皇太子を祝う催能としたのであった 見所も含め当日 催しに列した能楽人 中には、皇室 憚ることない、戦後 自由な機運の中での催し 、 たな時代の能楽の到来を感じた者も多くいたのではなかろうか　
こうした事情を背景に成立した喜多流「綾鼓」である






能は人にあって曲にない、といったら極端かもしれないが、芸力がなければ、 「松風」 「隅田川」 決して名曲たり得ないことは、事実である。土岐博士との新作協力が、約廿年、七八曲に及んで、私はおぼろげながら、このことが次第に つきりしてきた。この「能」を守る限り 雰囲気として漂う、味 か匂いとかはどう変化させても「能」を踏み外す怖れのないこ を知った。そう思ってみると、古い能にはまだまだ脱いで差支えないも 多くあることに気付いた。同時に、古人が工夫しのこし い 未開拓の部分も目につ てきた。
能は極度に象徴化さ


































は、文芸一般における新味の必要を説き 例えば「二声」 「遅舞」といったものを考えられないものかと、 「能楽も能楽を逸脱せず而かも新味を盛つたものでなければ、新作として鑑賞の対
照（ママ（
とはならない」と述べ、加
















なかにはないものだけれども、しかしにつぽん語のもつ美しさのひとつではあるそれを、どこまでつかいこなせる 、また、ことばとしてにつぽん語が音律的にどういう効果を持ちうるか、その点などもじぶんとしては、じぶんなりに能力をつく みたいとおもつているために、この仕事にもたずさわつているのであり、もつとじぶん 即していえば、ぼくが喜多実氏の弟子で、へ ながらも能のけ こをうけている関係から、能楽発展のための師匠 意図をいくらかでも実現する一ト役を負おうと ているわけである。
　
大衆化は能楽の近代初期からの課題ではあったが、戦











戦時下における観世流新作能「忠霊」 「皇軍艦」の創作と上演に注目した上で、 「 「聖戦」賛美とは違うが、時局に応じた「尊皇精神」謳歌の新 の一例として、喜多流の謡本『和気清麻呂』を挙げることができる と 土岐善麿 新作能創作、及び歌人としての 歌活動にも注目し、その文芸創作と第二次大戦との関わりを説いている。 「和気清麻呂」は善麿第二作の新作能だが、その上演は、第一作「夢殿」初演の昭和十八年（一九四三）四月よりも早く、昭和十七年六月 和気神社奉讃会東日共催公演（永田町華族会館）においてのことであり、善麿・実協同の新作能と ては、最も早く上演された作品であった。素謡としては、 「夢殿」が昭和十五年（一九四〇）五月に法隆寺夢殿礼堂に奉献され、 「和気清麻呂」は翌十六年 京都護王神社に奉献された。共に素謡
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が作品縁の寺社仏閣に奉献され、善麿・実にとっても協同初期を代表する新作能として、思い入れの深い作品だったと思われる。　「夢殿」 「和気清麻呂」は、昭和十九年（一九四四）六月刊の善麿著『能楽新來抄』 （養徳社甲鳥書林）に詞章が収められている。同書収載 新作能は、それまでに発表されていた「夢殿」 「和気清麻呂」 「顕如」 「正行」 「青衣女人」の五曲である。だが敗戦 経て、喜多 楽堂の再建も果たされた昭和三十年（一九五五）六月に刊行された善麿著『摂取 能面』 （大法輪閣）は、 「夢殿」 「顕如」

















が指摘するごとく、戦時下に観世流で「忠霊」 「皇軍艦」が発表され全国的に演じられており、ま 能以外の文学・芸能の分野においても 意を発揚するような作品が多数、発表されていた。同時期に成立した善麿・実の新作能には 前面に表れているか否か 別 ても、戦後に成立した二人の新作能と 、その成立背景や作品内容等において、指向するものに大きな相違があったことは容易に推測される。加えてまた、戦後成立 新作能 中にも、 「実朝」のごとく戦時下 構想された作品もあり、いま一度 分析を要する作品は多いも と思われる。　
善麿と実の新作能協同は、昭和三十三年（一九五八）
一月初演の新作能「四面楚歌」を経て 昭和三十五年十一月の「使徒パウロ」というキリスト教物の新作能へ展開して行く。戦時下には考えられなかっ 題材能作品の誕生である。こうした喜多流におけ 新作能の















翼旧蔵資料」の所蔵もある。なお桑木厳翼には、 春秋社能楽叢書」に『 謡一家言』 （一九四二年）の著作もあり、 「夢殿 詞章に意見を寄せ 「和気清麻呂」素謡奉納にも立ち会い善麿・実 新作能創作活動に注目していたようである。だが、善麿の新作能関連 籍第二弾『能楽三断抄』 （一九四二年）等に所載の書簡や文章等によれば、厳翼は必ずしも豊穂のような 創作奨励の立場ではなかった。なおまた、 『能楽三断抄』 「春秋社
能楽叢書」の一つとして刊行されており、同書冒頭には「この書を神田豊穂君の霊に捧ぐ」とある。
4	
後藤得三記「片鱗集」 （ 『喜多』第二十一巻第五号、一九四三年五月） 。
5	






第一期新作能（六曲） 「夢殿」 「和気清麻呂 「顕如（上　
人） 」 「青衣女人」 「正行＊」 「元寇＊」
	
第二期新作能（五曲） 「利休＊」 親鸞」 「実朝」 「秀衡」　「綾鼓」
	
第三期新作能（五曲） 「四面楚歌」 「鶴 使徒パウロ」 復　
活」 「鑑真和上」
6	







近代能楽集ノ内─」を発表しており、俳優座勉強会における同作品の初演は翌年二月のことであり、喜多流「綾鼓」の成立よりも数箇月、先行していた。また喜多流「綾鼓」初演の翌々年一九五四年には、堂本正樹が「 （改作）綾の鼓」を発表しており（私家版『僕の新作能』所収） 、各作品の成立・発表に直接の影響や関係があっかは検討していないが、奇しく 「綾鼓」に注目が集まっていた時期であった。
10	
喜多流「綾鼓」につ ては謡本の前付や本文 注記・解説等を参照し、あわせて現行 演出を確認するため二〇一六年五月二十五日の国立能楽堂企画公演の演能（シテ香川靖嗣） 考とした。また宝生流の現行「綾鼓」の舞台進行等について、各種注釈書や市販 映像資料（一九九一年十二月十二日宝生能楽堂の
NHK
能楽鑑賞会












































































定本新作能集』 （一九四四年、養徳 甲鳥書林刊）から抜粋しておく。 「世阿弥は、 『能作書』においても、 『申楽談儀』においても、新作の代表作を列挙したが、それらに関する専門的な研究考証は、ここに紹介することを省略する。ただ彼の わゆる は、必ずしもことごとく種すなわち題材上の をさすのでなく 改作もまた新作と認めたもので、 「 よそ近年 書する の数々も、古風体を少しうつしとり（摸取）たる新風なり」といい、数曲の実例をあげて、 「いずれも〳〵本風をもつ
再反の作風也」といつているのは、時勢に応じて改作を試みたものであることを示す」 。
24	
「能楽界再建」 （ 『喜多』第四輯、一九五〇年二月） 。
25	
「新作・改作・復興」 （ 『喜多』第七輯、一九五〇年十二月） 。
26	
「 実朝」観能」 （ 『喜多』第七輯、一九五〇年十二月） 。
27	



















「皇軍艦」の成立背景と作品内容については、東谷櫻子「新作能「皇軍艦」 諸問題」 （ 『昭和女子大学大学院
 日
本文学紀要』第二十八集、二〇一七年三月） 、宮本圭造「能と軍国主義」 （ 『能楽研究叢書
6 近代日本と能楽』野
上記念法政大学能楽研究所共同利用・協同研究拠点「能楽の国際・学際的研究拠点」 、二〇一七年三月）が論じ
ており、近時、戦時下の観世流の新作能についての論考の発表も続いている。
補記
　
本稿は、平成二十九年五月二十四日に国立能楽堂大講
義室で行われた公開講座で報告した「喜多流「綾鼓」と土岐善麿─喜多実と「二人三脚」の新作能創作活動─」をもとに、その後の調査・検討を加えて成稿したものである。	
（いわぎ
　
けんたろう
　
本学准教授）
135　　喜多流「綾鼓」の成立と土岐善麿・喜多実協同の新作能創作
